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　徳島県行政書士会の「行政書士とくしま」も皆様のご協力により、第１９５号を発刊することができま

した。協賛広告にご協力いただきました皆様、多忙ななか会報発行にご尽力いただきました皆様には、

厚く御礼申し上げます。

　さて、２０２５年におきましては、まず思い出されるのは「記録的猛暑」ではないでしょうか。ここ数

年は毎年のように記録が更新されており、特に昨年の暑さは予想をはるかに超え、私の事務所のエア

コンも壊れ、約１０日間扇風機だけの危険な中で働きました。また、１０月には初の女性首相が誕生し、

長年停滞していた政治や経済が変わるのではないかという期待をしております。

　２０２６年は日本経済が発展するのか大変気になるところではございますが、行政書士として何が出来

るのかを今一度基本に立ち返り、会員の皆様のお役に立てるよう精進してまいります。

　皆様におかれましては、益々ご発展されますよう、どうぞご自愛のうえお過ごしください。今後と

も、「行政書士とくしま」をよろしくお願い致します。

（広報部員　藤澤 健司）
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　　表紙写真／「徳島城公園にて蜂須賀公像」　撮影者／村上 正志 氏
　イチョウ、ブナ、カエデなど紅葉樹が色づく徳島中央公園にその像がある蜂須賀家政公(藩祖)は、天正１３年（１５８５年）
豊臣秀吉の四国平定の大功により阿波一国をたまわり、藍、塩などそれまで阿波になかった産業を取り入れ、吉野川
を使った水運や街道を整備することで、徳島藩２０万石を四国随一の城下町に発展させました。また、全国でも有名な
阿波踊りも家政公時代に始まったと伝えられています。
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　新年あけましておめでとうございます。
　会員の皆様におかれましては、健やかに新春をお
迎えのことと、心よりお慶び申し上げます。
　また、平素より徳島県行政書士会の運営及び各種
事業に対し、深いご理解と多大なるご協力を賜り、
厚く御礼申し上げます。
　近年、社会情勢は急速かつ大きな変化の局面を迎
えており、行政書士を取り巻く環境もまた、かつて
ない転換期にあります。行政手続のデジタル化の進
展は、国民の利便性を高める一方で、制度の理解や
手続の正確性がこれまで以上に求められる時代とな
りました。
　また、人口減少・高齢化の進行、外国人労働者の
増加、さらには地域課題の複雑化・高度化などによ
り、私たち行政書士に期待される役割は、量・質と
もに大きく変化しています。
　このような中、昨年、行政書士法が改正され、本
年 １ 月 １ 日より施行されました。今回の改正では、
行政書士の使命と職責が明確化され、士業法として
初めて「デジタル社会への対応」に関する努力義務
が明記されました。あわせて、特定行政書士の業務
範囲の拡大、業務の制限規定の趣旨の明確化、両罰
規定の整備などが行われています。これらの改正
は、行政書士が、国民と行政をつなぐ専門職として、
より主体的かつ責任ある役割を果たすことを期待さ
れたものといえるでしょう。

　私たち行政書士は、「身近な街の法律家」として、
地域の実情を正しく理解し、制度を分かりやすく伝
え、住民や事業者の皆様に寄り添いながら支援を
行ってまいりました。デジタル化が進む今だからこ
そ、対面での丁寧な説明や、地域に根差したきめ細
かな支援の価値は、より一層高まっています。デジ
タルの利便性と、人に寄り添う支援を両立させ、制
度と現場、行政と地域社会をつなぐ存在であり続け
ることこそが、これからの行政書士の重要な使命で
あると考えます。
　本会といたしましても、改正行政書士法の趣旨を
踏まえ、デジタル分野に関する知識・実務能力の向
上を図るとともに、行政機関や関係団体との連携を
一層強化し、地域課題の解決に実効性をもって貢献
できる体制づくりを進めてまいります。会員相互の
つながりを大切にしながら、徳島県における行政書
士の社会的価値を、次の時代へと確実につなげてい
く所存です。
　本年が、会員の皆様お一人おひとりにとって、実
り豊かな一年となりますとともに、徳島県行政書士
会が、地域社会から信頼される専門職団体として、
さらなる発展を遂げる一年となることを心より願っ
ております。
　結びに、皆様のご健勝とご活躍を祈念申し上げ、
新年のご挨拶といたします。

徳島県行政書士会会長

松 村 和 人
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　輝かしい新春を迎え、謹んで新年のご挨拶を申し
上げます。県民の皆様におかれましては、希望に満
ちた新年を健やかにお迎えのことと存じます。

　顧みますと、昨年は、激動する社会情勢や加速す
る人口減少といった大きな課題に直面する中、「未
来に引き継げる徳島」の実現に向け、県政全般にお
いてスピード感を持って、新次元の施策を力強く展
開し、
・国に先駆け、県内全市町村でスタートした「 ０ 歳

から ２ 歳までの第 1 子以降の保育料無償化」
・上半期が過去最高となった県外からの移住者数
・県産品の海外展開加速により、過去最高額となっ

た農林水産物の輸出
・「大阪・関西万博」での本県の歴史・文化、サス

テナブルなライフスタイルの世界発信
・ドローンショーやサンリオキャラクターを迎え、

２ 年連続の開催で大きなにぎわいを創出した「徳
島おどりフェスタ」の開催

など、本県の更なる飛躍につながる確かな成果を上
げることができました。

　令和 ８ 年は、これらの取組をさらに発展させ、誰
もが安全・安心に暮らし、将来に夢や希望を抱ける

「新時代とくしま」を創造する極めて重要な一年で
あり、「地方創生戦国時代」を本県が勝ち抜くため、
さらにギアを上げチャレンジしてまいります。

　具体的には、徳島の魅力を更に磨き上げるため、
・「生産性向上・賃上げ」と「円滑な事業承継」の

一体的推進に向けた包括的支援
・県都のにぎわい創出となる新ホール・アリーナの

着実な整備やウォーカブルなまちづくりの実現
・国際定期便と連動した観光客誘致の強化と地域の

にぎわい創出
・昨年の韓国・済州特別自治道との協定やタイ王

国・プーケット県との覚書締結をはじめとする新
たな外交成果を駆動力に、県産品輸出を加速させ
る、世界とつながる経済好循環の創出

などを進めます。

　また、県民一人ひとりが、将来にわたって安心を
実感できる徳島づくりに向け
・「学びの多様化学校」による居場所づくりから、

国際性を育む「海外留学」への挑戦支援まで、全
てのこどもたちが自分らしく学び、世界へ視野を
広げる教育環境の整備

・「命の道」となる県南部の高規格道路の早期整備
と災害対応力強化による新次元のレジリエンス推
進

・健康長寿社会を実現する「オール徳島」でのがん
征圧と、持続可能な地域医療提供体制の確立

・若者や女性、高齢者、外国人材など誰もが輝く就
労機会を創出し、多様な働き方で「選ばれる徳島」
を実現する持続可能な人材確保戦略

などに取り組みます。

　併せて、透明で開かれた県政の推進に向け
・県民サービスの質向上とコスト抑制に向けた「指

定管理者制度」をはじめとする抜本的な行政改革
・生成ＡＩ活用をはじめ、行政ＤＸによる、業務効

率化と長時間労働の是正
を実現する、持続可能な県政運営体制を確立いたし
ます。

　加えて、行政手続の簡素化・効率化に向けた取組
として、昨年 ８ 月には、行政書士会からもご参画い
ただき、行政手続の合理化にかかる会議を開催し、
各種様式の統一化や他県事例を含めたアナログ規制
への対応等に着手したところであり、今後、更に検
討を進めて参ります。
　行政書士の皆様におかれましては、身近な「行政
手続の専門家」として、ますますご活躍いただくと
ともに、こうした県の取組に、なお一層のお力添え
を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

　本年も、新次元の政策を強力に推し進め、「ずっ
と居りたい、いつも帰りたい、みんな行きたい」と
誰もが心から思える「選ばれる徳島」を共に実現し
てまいりましょう。

徳島県知事

後藤田 正純
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　令和 ８ 年の新年を迎え、謹ん
で御挨拶を申し上げます。
　松村会長をはじめ、徳島県行
政書士会の皆様におかれまして
は、日頃から、市政の推進に格

別の御理解と御協力を賜り、心より感謝申し上げ
ます。また、徳島市が実施しております「暮らし
の相談事業・行政書士相談」では、会員の皆様に
御協力をいただき、多くの市民の方々の問題解決
に向けて、適切な助言をいただいておりますこと
に重ねて御礼を申し上げます。
　さて、令和 ８ 年は、徳島市にとって新たな挑戦
の年となります。人口減少への対応、地域経済の
活性化、ＤＸの推進、防災や物価高騰対策、そし
て持続可能なまちづくりなど、多くの課題に真正
面から向き合い、市民一人ひとりが安心して暮ら
せる未来を築くため、全力で取組を進めてまいり
ます。
　しかしながら、その実現に向けては、市民と行
政の橋渡し役として、日々、御尽力いただいてお
ります皆様方のお力添えが必要不可欠でございま
す。
　会員の皆様方におかれましては、今後とも、そ
の豊かな知見と御経験を十分に発揮していただ
き、徳島市発展のため、より一層の御支援・御協
力を賜りますようお願い申し上げます。
　結びに、徳島県行政書士会の更なる御発展と、
会員の皆様の御健勝と御多幸を心より祈念いたし
まして、新年の御挨拶とさせていただきます。

…………………………………………………………

　新年明けましておめでとうご
ざいます。
　徳島県行政書士会の会員の皆
様におかれましては、お健やか
に新春をお迎えのことと心より

お慶び申し上げます。
　また、本市におきまして市民の方を対象とした
無料の法律相談を開催していただくなど、格別の
ご尽力賜っておりますこと、心より厚く御礼申し
上げます。
　さて、昨年を振り返ってみますと、 4 月13日か
ら大阪・関西万博が開催され、国内外の最新技術
が提示されるなど大きな盛り上がりを見せまし
た。一方で、「団塊の世代」が後期高齢者に達する

「2025年問題」が本格化し、社会保障、医療、介護

の各分野で課題が顕在化した一年でありました。
　こうした中、本年は午年であります。そして午
年の中でも「丙午」であり、エネルギッシュに物
事が発展・加速する年であるといわれておりま
す。様々な課題についての対応策を実践していく
なかで発展した未来が迎えられることを期待して
おります。
　また、本市におきましても、市民皆様の一助と
なりますよう、実情に沿った市政運営に引き続き
尽力してまいります。
　徳島県行政書士会の皆様方には、豊富な知見に
より専門的なお立場から引き続きご指導ご鞭撻を
賜りますよう、何卒よろしくお願い申し上げます。
　結びとなりますが、徳島県行政書士会の今後ま
すますのご発展と、会員皆様のご健勝とご多幸を
心より祈念申し上げまして、新年のご挨拶といた
します。

…………………………………………………………

　新年明けましておめでとうご
ざいます。
　松村会長をはじめ、徳島県行
政書士会の皆さま方におかれま
しては健やかに新春をお迎えの

ことと心よりお慶び申し上げますとともに、日頃
から市政各般にわたり、ご支援、ご協力を賜り、
心より厚く御礼申し上げます。
　行政書士の皆さまは、地域の身近な法務の専門
家として、各種手続きの円滑化や丁寧な対応を通
じ、住民の安心と地域社会の発展にご貢献いただ
いております。特に近年は、デジタル化への対応
や災害時支援、事業者支援など多岐にわたる分野
で、その専門性と実務経験を生かされており、自
治体運営において欠くことのできない存在である
と改めて実感しております。
　今後も、本市は「誰もが暮らしやすく活力ある
地域づくり」を目指し、行政サービスの向上に努
めてまいりますので、行政と行政書士会の皆さま
がより一層連携を深め、地域の課題解決に共に取
り組んでいけることを心より期待しております。
　結びにあたりまして、徳島県行政書士会の益々
のご発展と、会員の皆さま方が幸多き素晴らしい
年となりますよう、お祈り申し上げまして、新年
のご挨拶とさせていただきます。

徳島市長　遠 藤 彰 良

鳴門市長　泉 　 理 彦

小松島市長　中 山 俊 雄
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新年のごあいさつ

　新年、明けましておめでとう
ございます。
　皆様におかれましては、希望
に満ちた新年を健やかにお迎え
のこととお慶び申し上げます。

また、日頃より、市民生活に寄り添った行政手続
きの推進をはじめ、市政への温かいご支援とご協
力を賜り、心より御礼申し上げます。
　昨年を振り返りますと、市長就任から ２ 年目の
折り返しを迎える中で、大阪・関西万博の徳島県
ブースにおいて、国史跡若杉山辰砂採掘遺跡の

「辰砂」鉱石が展示されるなど、阿南市の魅力を
広く発信する機会に恵まれた一年でした。その一
方で、物価高騰や人口減少など厳しい状況の中に
あっても、「安心して暮らせる豊かな阿南」の実
現に向け、市民の皆様とともに歩みを進めてまい
りました。
　本年も、防災・減災対策の強化、地域産業の振
興、子育て施策や教育環境の充実に加え、生活に
不可欠な地域公共交通の維持・充実など、重要課
題の解決に向けて取り組んでまいります。行政書
士の皆様には、地域住民に最も身近な法律専門職
として、許認可手続きや相続・在留に関する相談
支援など幅広い分野で、引き続きお力添えをお願
い申し上げます。
　結びに、徳島県行政書士会の更なるご発展と、
会員の皆様のご健勝とご多幸を心より祈念申し上
げ、新年のご挨拶といたします。

…………………………………………………………

　あけましておめでとうござい
ます。行政書士会の皆さまに
は、希望に満ちた新春をお迎え
のことと、お慶び申し上げます
とともに、日頃より市政運営に

おきましても、格段のご支援とご協力を賜ってお
りますことに、厚くお礼申し上げます。
　皆さまにおかれましては、官公庁への許認可申
請等に係る手続きやコンサルタント業務を通じ、
行政手続きの効率化のみならず、地方行政の円滑
な運営に、多大なるご貢献をいただいております
ことに、改めて敬意と感謝を申し上げます。
　さて、昨年、阿波市は市制施行から20周年を迎
え、まちづくりの新たなステージへ向かうことと
なりました。この20年間で、人口減少や社会経済
情勢の変化、科学技術の進歩などの影響を受け、

私たちの生活は激変する最中にあり、この潮流に
対応し、「阿波市を次の世代へつないでいく」こ
とが、何よりも重要な課題となっております。
　この課題へ向き合い、また、多様化する社会の
ニーズに応え、安全安心なまちづくりを進める上
で、行政手続きの専門家として、日々ご尽力され
ている行政書士の皆さまのご活動は、今後ますま
す重要になると考えております。
　どうか皆さまには、今後とも会員相互の連携を
一層深められ、さらなるご活動の発展にご期待申
し上げますとともに、市政運営に対しましても、
引き続きご支援、ご協力を賜りますよう、お願い
申し上げます。
　結びとなりますが、徳島県行政書士会の今後ま
すますのご発展と、会員の皆さまのご健勝、ご活
躍を心よりご祈念申し上げまして、新年のあいさ
つといたします。

…………………………………………………………

　あけましておめでとうござい
ます。徳島県行政書士会の皆様
には、健やかに新春をお迎えの
こととお慶び申し上げます。日
頃から、本市の円滑な行政運営

にご支援とご協力を賜り、厚くお礼申し上げます。
　昨年 ７ 月に市民の皆様からの信任をいただき、
三好市長として ２ 期目のスタートをきることがで
きました。 １ 期 ４ 年間では、市民の皆様一人ひと
りが輝き、幸せを感じながら生活することのでき
る「幸福度の高い持続可能なまちづくり」に向け
て、市政を進めてまいりました。 ２ 期目では、引
き続きこれまで進めてきた各施策の継続と更なる
発展をはかりつつ、官・民、住民のみなさんとが
協調して、みんなで「一緒に」市民ひとりひとり
の人の価値を高められるまちづくりに向けて、尽
力してまいります。
　昨今、私たちを取り巻く社会環境は変化を続け
ており、自治体においても、行政のデジタル化や
業務効率化が進み、行政手続きが多様化・複雑化
する中で、専門性が求められる場面も増えていま
す。これからも貴会と協力し、市民にとってより
負担が少なく、より親しみやすい地域づくりを共
に進めていければと考えています。
　今後とも会員の皆様には、本市の更なる発展と
市民生活の向上に向けて、なお一層のご指導ご鞭
撻を賜りますようお願いいたします。
　徳島県行政書士会のご発展と、皆様のご健康ご
多幸を祈り、新年のご挨拶といたします。

阿南市長　岩 佐 義 弘

阿波市長　町 田 寿 人

三好市長　高 井 美 穂
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　松村会長をはじめ、行政書士
会の皆さまにおかれましては、
清々しい新春をお迎えのことと
心よりお慶び申し上げます。
　昨年一年を振り返ってみます

と、国内政治においては高市首相が日本初の女性
首相として誕生するなど大きな変化がありまし
た。また、世界ではトランプ大統領が再び就任し、
相互関税等によって世界経済が目まぐるしく動い
た年でもありました。一方、止めどない物価高騰
に加え、地方では深刻な人手不足に悩むなど、人
口減少の波がこれまで以上に地域経済に大きな影
響を与えはじめた年でもありました。
　石井町では、歯止めがきかない人口減少による
労働力不足を見据えながら、人口減少時代におい
ても行政サービスの質を落とさないよう、「書か
ない窓口」、「２４時間ＡＩチャットボット」「顔認証
デジタルタクシーチケット」をはじめとするＤＸ
の推進に力を注ぎながら、７０周年を迎えた石井町
の次世代への一歩を踏み出し始めています。
　頼れる街の法律家として専門知識を有すると同
時に、多種多様な業務に精通しておられる行政書
士の先生方には、今後とも町行政に対しご指導い
ただきますようお願い申し上げます。
　結びに、本年が行政書士会の皆様方にとりまし
て、飛躍の年となりますことを心よりご祈念申し
上げ、新年の挨拶と致します。本年もどうぞよろ
しくお願いいたします。

…………………………………………………………

　新年、あけましておめでとう
ございます。
　徳島県行政書士会の皆様にお
かれましては、輝かしい新年を
お迎えのこととお慶び申し上げ

ます。また日頃より、住民の暮らしと地域社会の
発展にご尽力を賜り厚くお礼申し上げます。
　さて、昨年を振り返りますと、２０２５年は大阪・
関西万博の開催により、徳島が誇る藍染文化をは
じめとする伝統が、国内外に発信される機会とな
り、四国地方への関心も高まりました。伝統と革
新が融合する中、デジタル化の進展により行政手
続きの簡素化や利便性の向上が一層進んでまいり
ました。このような変化の中で、行政書士の皆様
の専門的知識と経験は、ますます重要性を増して
おります。

　本町においても、人口減少や高齢化への対応、
地域社会の活性化など、多くの課題に直面してお
りますが、行政書士会の皆様と緊密な連携のも
と、住民一人ひとりが安心して暮らせる地域づく
りに邁進してまいる所存でございます。
　引き続き、住民サービスの向上と、地域社会の
発展にお力添えをいただきますよう、お願い申し
上げます。
　結びとなりますが、貴会の限りない発展と、本
年が会員の皆様にとって、希望に満ちた輝かしい
年となりますよう祈念申し上げまして、新年のご
挨拶とさせていただきます。

…………………………………………………………

　新年明けましておめでとうご
ざいます。
　松村会長をはじめ、徳島県行
政書士会の皆様におかれまして
は、健やかに新年をお迎えのこ

とと心からお慶び申し上げます。
　また、日頃から、広範多岐にわたる行政手続き
の円滑な運営に、多大なるご協力を賜っておりま
すことに、心から感謝を申し上げます。
　私は、昨年10月に再選させていただき、新しい
任期のもと、気持ちも新たに町政に取り組んでい
るところでございます。
　さて、昨年は物価高騰が長期化し、住民生活の
維持・支援の必要性を再認識した一年でした。
　そうした中、消費下支え等を通じた生活者支援
を行うため「各種給付金事業」等を実施し、地
域経済の回復を図りながら、「小中学校施設照明
ＬＥＤ化事業」、「庁舎電機設備改修工事」など、
様々な重要課題の解決に向けて全職員一丸となっ
て懸命に取り組んでいるところでございます。
　本年も、加速する少子高齢化や各種行政手続等
のデジタル化の推進等多くの課題がありますが、
ひとつひとつ誠意を持って課題解決に取り組み、
あらゆる世代が住み続けたい町となるよう、幸せ
が実感できる「小さくてもキラリと光るまちづく
り」を、引き続き目指してまいります。
　結びに、徳島県行政書士会の更なるご発展と、
本年が会員の皆様方にとりまして、素晴らしい一
年となりますことを心からご祈念申し上げまし
て、新年のご挨拶とさせていただきます。

石井町長　小 林 智 仁

藍住町長　髙 橋 英 夫

上板町長　松 田 卓 男
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新年のごあいさつ

　新年明けましておめでとうご
ざいます。
　徳島県行政書士会会員の皆様
におかれましては、健やかに新

春をお迎えのことと心よりお慶び申し上げます。
　松村会長をはじめ、会員の皆さま方におかれま
しては、日頃より県民と行政との架け橋となり、
地域社会の発展にご尽力いただいておりますこと
に深く敬意を表しますとともに心から御礼申し上
げます。
　さて、私たちが身近に利用している従来型の
健康保険証が、昨年12月 ２ 日以降新規発行を停止
することとなり、マイナンバーカードを健康保険
証として利用する仕組みに一本化されました。こ
のマイナンバーカードの代理申請事業についても
積極的に取り組んでいただき、ご対応いただいた
会員の皆さまに心から感謝申し上げます。今後も

「誰一人取り残さない」デジタル社会の実現を目
指して、行政書士の方々が県民と行政を繋ぐ役割
を、引き続きどうぞよろしくお願い申し上げます。
　徳島県は人口減少・少子高齢化の問題が深刻さ
を増しており、さらには県民の皆様の暮らしも、
あらゆる生活物資の物価高騰に直面するなど、大
変厳しい状況です。こうした中、県議会議員とし
て県民の皆様の生活を守るために、取り組むべき
喫緊の課題を解決するべく尽力して参りますので、
貴会員の皆さまの豊かな知識とご経験をもって、
今後もご指導のほどよろしくお願いいたします。
　結びになりますが、徳島県行政書士会の益々の
ご発展、会員の皆さまお一人お一人のご健勝とご
多幸をお祈り申し上げ、年頭のご挨拶とさせてい
ただきます。

…………………………………………………………

　令和八年の年明けにあたり、
新春のお慶びを申し上げます。
　旧年中におきましても、徳島
県行政書士会の皆様には、日頃

より地域社会の最前線において、県民や事業者に
寄り添ったご活動を続けてこられたことに、心よ
り敬意と感謝を申し上げます。
　さて、足元の経済情勢を見ますと、家計や中小
事業者の経営に重い負担が続いているのが実情で
あると感じています。人手不足や原材料費の高止

まりに加え、金利環境の変化なども重なり、地方
経済を取り巻く環境は依然として厳しい局面にあ
ります。
　こうした中、本県においては、県政が主導する
形で最低賃金が異次元とも言える上げ幅で引き上
げられてきましたが、最低賃金を引き上げた以
上、その賃金を実際に支払う側である事業者に対
しても、県政が責任をもって、同じく異次元の賃
上げ支援を行わなければならないということを、
私はこれまでも県議会の場で繰り返し訴えてきま
した。
　しかしながら、現状においては、その必要性が
十分に政策として具現化されているとは言い難い
というのが率直な実感であります。
　だからこそ、各種補助制度や支援策について
も、単なる制度の存在にとどまらず、事業者が実
際に賃上げや投資に踏み出せるものとなっている
のか、現場目線で不断に検証し、改善していくこ
とが不可欠であると考えています。
　その意味においても、制度の最前線に立ち、許
認可や事業承継、相続といった実務を通じて、事
業者や県民の判断を支えておられる行政書士の皆
様にご指導いただきながら、本年も、県政に携わ
る者として、寄せられる現場の声を受け止め、賃
上げと事業継続が両立する実効性ある経済対策に
つなげていくため、引き続き努力を重ねてまいり
ます。
　結びに、令和八年が、徳島県行政書士会の皆様
にとりまして、厳しさの中にも前向きな展望を見
いだせる一年となりますこと、そして皆様のご健
勝とさらなるご活躍を心よりご祈念申し上げ、新
年のご挨拶とさせていただきます。

　徳島県議会議員

　仁 木 啓 人

　徳島県議会議員

　井 川 龍 二
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　謹んで新年のごあいさつを申
し上げます。
　昨年10月に高市内閣が発足
し、我が国は新たな政策展開の

もとで大きな転換期を迎えようとしております。
　そして、高市総理が掲げる「強い経済」の実現、
デジタル基盤の強化、こども・若者支援の充実な
どは、地域社会の活力向上に直結する重要施策で
あり、その推進に大きな期待が寄せられておりま
す。
　これらの政策は、行政手続の専門家として県民
に寄り添い続けてこられた行政書士の皆様の業務
とも深く関係するものです。官民のデジタル化が
進む中、制度理解と適正な運用を支える行政書士
の役割は、これまで以上に不可欠となります。ま
た、高市総理は、先の行政書士法改正に際しても
制度発展と、その整備に尽力された方であり、今
後の施策の中でも、その精神がさらに生かされる
ものと強く感じております。
　また私自身、徳島県議会議員として、地域の中
小企業支援、こども・若者政策、そして県民の暮
らしを支える行政手続の適正化・透明化に引き続
き全力で取り組んでまいりたいと考えておりま
す。本年も徳島県行政書士会の皆様と力を合わ
せ、県民の安心と地域の発展を着実に前へ進める
一年といたしたく、さらなるご指導をお願い申し
上げます。
　結びに、徳島県行政書士会のさらなるご発展
と、皆様のご健勝を心より祈念申し上げ、新年の
ごあいさつといたします。

…………………………………………………………

　新年あけましておめでとうご
ざいます。
　松村会長をはじめ、行政書士
会の皆様におかれましては、健

やかに新年を迎えられましたこと、心よりお慶び
申し上げます。
　昨年を振り返りますと、国内では「大坂・関西
万博」の開催、「憲政史上初の女性首相の誕生」、

「２０２５問題」といわれる高齢化問題の顕在化、世
界に目を向ければ「トランプ大統領の再就任」、
また、MLBで大谷・山本選手を擁するドジャー
スのワールドシリーズ連覇などの明るい話題もあ

りました。
　このような世相の中、行政書士会の皆様には、
日頃から県民の皆様に寄り添い生活に密着した
様々な行政手続きを支えていただいており、県民
生活を支えて頂く献身的なご努力に心から感謝と
敬意を表する次第でございます。
　現在、徳島県におきましては、少子高齢化や南
海トラフ巨大地震への対応など、ICTを活用した
デジタル社会の実現に向けて様々な分野での取り
組みが加速しています。
　今後も、多岐にわたる行政手続きをサポートし
て頂く県民の心強い味方として、「誰一人取り残
さない」社会の実現に向け、より一層重要になる
行政書士会の皆様の活動に心からご期待申し上げ
ます。
　結びに、徳島県行政書士会の更なるご発展と、
会員の皆様の今後益々のご健勝、ご活躍を祈念申
し上げ、お祝いの言葉といたします。

…………………………………………………………

　新春の候、徳島県行政書士会
の皆様に謹んで新年のお慶びを
申し上げます。
　日頃より、行政手続きの専門

家として、県民の暮らしと地域社会の発展にご尽
力いただいておりますことに、心より敬意と感謝
を申し上げます。
　近年、行政を取り巻く環境は大きく変化してお
ります。デジタル化の加速、少子高齢化の進行、
また地域経済の構造変化など、県民の皆様が抱え
る課題は多岐にわたり、より複雑化しています。
そのような中で、行政書士の皆様の “支える力” は
県政にとって不可欠な存在であります。事業者支
援、相続・成年後見、国際業務、防災・復興分野
など、皆様の専門性が必要とされる領域は年々広
がり、その役割はますます重要性を増しています。
　県議会としても、行政の効率化と利便性向上を
図るため、行政手続の簡素化・デジタル化を推進
するとともに、地域の実情に寄り添った制度づく
りに取り組んでまいります。その際には、第一線
で県民と接しておられる行政書士の皆様からのお
声を大切にし、県政と現場をつなぐ “橋渡し役”
として、真摯に取り組んでいく決意です。
　結びに、本年が徳島県行政書士会のさらなる飛
躍の一年となりますこと、そして会員の皆様のご
健勝とご活躍を心より祈念申し上げ、新年のご挨
拶といたします。

　徳島県議会議員

　北 島 一 人

　徳島県議会議員

　梶 原 一 哉

　徳島県議会議員

　福 山 博 史
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報 告

1 ．実施期間
　令和 7 年10月 1 日（水）から同年10月31日（金）

2 ．活動内容
⑴広報活動
　①新聞広告の掲載

1 ）令和 7 年10月 1 日の徳島新聞朝刊に全面広
告を掲載しました。

2 ）徳島新聞朝刊の情報とくしま欄に無料電話
相談の案内が掲載されました。

　②チラシ・ポスターの配布
　2000枚のチラシを作成し、ポスターとともに
公的機関を中心に配布しました。

　③自治体広報誌での告知
　広報とくしまに掲載しました。

　④ホームページでの告知
　無料相談会に関する告知を行いました。

⑵相談会
　①電話相談会

　令和 7 年10月 1 日（水）、10月15日（水）に
徳島県行政書士会事務局で無料電話相談を 2 日
間延べ 4 名の広報部員で24件対応しました。
　相談内容は、
　遺言・相続：15件　　　不動産関係： 3 件
　許認可関係： 2 件　　　契約関係： 1 件
　その他： 3 件
となっております。

　②支部相談会
　徳島中央： 2 回　　　　徳島西部： 3 回
　徳島南部： 4 回　　　　鳴門板野： 6 回
　阿波・吉野川： 2 回　　美馬三好： 2 回
の合計19回の相談会を実施し、全支部合計で42
件対応しました。
　相談内容は、遺言・相続：37件、不動産関
係： 2 件、許認可関係： 2 件、その他： 1 件と
なっております。
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▪日　時　令和 7 年10月17日（金）
　　　　　午後 1 時30分～午後 5 時30分
▪場　所　ホテルマリンパレスさぬき
　　　　　（高松市福岡町 2 - 3 - 4 ）
▪当番会　香川県行政書士会
▪司　会　橋田明夫　香川会副会長

１ ．開会のことば
　　　田岡崇　四国地方協議会副会長
２ ．開会の挨拶
　　　岡田清之　四国地方協議会会長
３ ．連合会会長挨拶
　　　宮本重則　日本行政書士会連合会会長
４ ．出席者紹介
　　出席者31名。

　日行連からは宮本重則会長、日政連からは常
住豊会長が出席し、徳島会からは松村和人会
長、村上正志副会長、河野耕八郎副会長、笠城
佳子副会長、赤池源史業務指導部長が出席いた
しました。

５ ．議案審議
⑴日行連の当面の諸問題及び事業説明
　今回の連絡会では、

①令和 8 年 1 月 1 日施行の「行政書士法の一部
を改正する法律」について

②日行連会費の値上げについて
③特定行政書士の業務拡大について

　以上 3 点が主な議題となりました。
⑵改正行政書士法の説明
　法律要綱として、行政書士の使命、職責、特定
行政書士の業務拡大、業務の制限規定の趣旨の明
確化、両罰規定の整備、施行期日等が読み上げら
れ、各項目につき補足説明等が行われました。
　また、徳永浩　日本行政書士会連合会理事（佐
賀会）を講師として、特定行政書士の業務範囲の
拡大について、行政書士の前段階関与が必須とい
う制限が解除されることとなった背景や、今後の
課題について講義がありました。
　また、佐賀会では、今般の業務範囲拡大につい
て、付記された特定行政書士の研修の場として、

協力弁護士と提携し、共同代理人として法廷に同
席させていただく、といった試みについて発表が
あり、注目を集めました。
⑶単位会の現状説明と日行連への要望等
　⑴および⑵を受け、徳島会からは、日行連の会
費値上げについて、単位会としてどう対応するか
が課題であるとの現状説明を行い、日行連への要
望としては、法改正について、今後、日行連とし
ては非行政書士行為の観察活動をどのように行っ
ていくのか、方針を示すよう要望いたしました。
　香川会、愛媛会、高知会からも、会費値上げの
件および行政書士法一部改正の件につき、概ね同
様の現状説明と要望が出され、また、香川会から
は特に別件として、香川県内の 6 市町と香川会と
の間で個別に締結していた災害時応援支援協定
を、令和 7 年 3 月にすべて合意解除したことに触
れ、近い将来に、市町村と個別にではなく、県と
四士業（行政書士会、司法書士会、土地家屋調査
士会、社会保険労務士会）との間で新たな支援協
定の締結を目指していることが発表されました。
⑷その他
　質疑応答のなかで、今般の法改正について、自
動車登録関係における非行政書士行為の現状につ
いての質問が出され、宮本重則日行連会長から
は、警視庁の受付窓口にも非行政書士行為排除の
看板を設置していただいており、実際に抑止効果
があったという実例報告と、直近では大手自動車
販売店からも日行連に対して非行政書士行為の該
当性の如何についての問い合わせが複数来ている
状況である、という回答がありました。
６ ．日政連との連絡会
　日政連会長挨拶
　　常住　豊　　日本行政書士政治連盟会長
　「デジタル社会に機能する行政書士法の改正」と
題して、今般の法改正の成立実現への経緯と今後の
行政書士の役割について、講義がありました。
７ ．閉会のことば
　木原健二郎　四国地方協議会副会長

以上、ご報告申し上げます。
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　令和 7 年 9 月26日（金）10：30 ～ 15：00、徳島
市ふれあい健康館において「一日合同行政相談所」
が開催され、本会からは業務指導部より赤池が相談
員として出席いたしました。
　一日合同行政相談所は総務省 徳島行政監視行政
相談センターが主導となり、例年開催されている無
料相談会ですが、『暮らしの“困った”をワンストッ
プで解決！』と銘打たれた本回相談会では、14の機
関・士業団体（徳島地方法務局・徳島労働局・徳島
河川国道事務所・徳島南年金事務所・徳島県・徳島
市・徳島県警察本部・徳島弁護士会・徳島県司法書
士会・四国税理士会徳島県支部連合会・徳島県行政
書士会・徳島県国際交流協会・行政相談委員・徳島
行政監視行政相談センターきくみみ徳島（以上、広
報掲載順））から、それぞれ 1 名～数名の相談員が
派遣され、ひろく県民の相談対応にあたりました。
　相続や遺言の相談については基本的に弁護士会や
司法書士会が担当すること、とされていたこともあ
り、当日、行政書士会として対応させていただいた
相談は、成年後見制度に関する相談が 1 件でした。
行政書士の専門分野である建設業や農地転用、自動

車関係、開発、在留、などの許認可手続きについて
の相談はありませんでした。許認可手続きの多くに
は、申請期限があります。申請者はタイミングをみ
てかつ的確に手続きを進めなければならず、無料相
談会の日程まで待てないのかもしれません。
　また、許認可に関することはそれぞれに専門性が
高いため、許認可の取得を考えたときには、最初か
ら依頼することを前提として個別に行政書士を探さ
れる場合が多く、まずは無料相談に、と考える相談
者は、そもそも少ないのかもしれません。
　相談会全体としては、開会より途切れることなく
続々と相談者が来場され、相続のこと、税金のこと、
雇用のこと、土地のこと、道路や河川のこと、年金
のこと、近隣トラブルのこと…等々、多種多様にわ
たる相談事に対応し、機関によっては昼休憩を返上
して相談対応にあたる姿も見受けられたほどに盛況
でした。また今回は徳島県国際交流協会の通訳員に
より、英語、中国語、ベトナム語での相談にも対応
していました。
　残念ながら、というべきか、当日に当会が対応し
た相談は少なかったものの、同じく例年開催してい
る徳島県士業ネットワーク推進協議会（九士会）に
よる「なんでも無料相談会」と合わせて、年に数
回、このようにひろく県民にむけた無料相談会が開
催されていることには、非常に意義があると感じま
した。

●概　　要
1 ．日時　令和 7 年 9 月26日（金）13：30 ～ 16：30
2 ．開催場所　ハイブリッド開催
　四国大学交流プラザ　 5 階フォーラムホール／
Zoomミーティング（徳島市寺島本町西 2 丁目35- 8 ）
3 ．主催　徳島県、（公社）徳島県労働者福祉協議会
4 ．共催
　四国大学・とくしま産学官連携プラットフォーム
5 ．開催目的　日本での就職に関心のある外国人留
学生はじめ県内外の在住外国人に、県内企業との出
会いの場を設け、県内での就職・定着を促進するこ
とを目的とする。
6 ．内容　留学生、定住外国人、JETプログラム参
加者等と県内企業のマッチング
　採用手続きにかかる個別相談対応
7 ．対象者　留学生、ALT・CIR（JETプログラム
参加者）、定住外国人等、県内外の在住外国人
8 ．参加企業　20社程度
9 ．参加者　50名程度
　徳島県行政書士会からは、松村和人会長と山田哲
矢が参加しました。

●報告内容
　当日は、農業や製造、ホテル、卸売り、医療介護、
建設など多種多様な企業が参加していました。参加
した外国人が、熱心に企業担当者からの説明に耳を
傾けている様子が印象的でした。また、様々な国の
外国人が参加していましたが、各言語に対応した通
訳が配置されていたため、コミュニケーションは円
滑に行われていました。さらに、当日会場に来るこ
とができない外国人に対しては、Zoomを介して面
接を行う企業も多数見受けられました。
　松村会長と山田は、行政書士用に設置された相談
ブースにおいて、参加企業及び参加外国人からの相
談・質問に対応しました。山田は計 4 社の企業から
相談等を受けました。 4 社中 2 社は、外国人雇用の
経験がない企業であったため、「在留資格制度」及び

「外国人雇用の注意点」について説明を行いました。
一方、他の 2 社は、過去に外国人雇用の経験があっ
たため、個別の質問に回答するとともに、「特定技能
制度」の概要について簡単な説明を行いました。
　今回、グローバルキャリアフェアに参加したこと
で、深刻な人手不足を背景とした、県内企業の外国
人雇用に対する関心が高まっていることを実感しま
した。このような状況において、行政書士会は法律
知識を提供することを通じて、徳島県、県内企業及
び外国人に対し、貢献できる余地は多分にあること
を認識いたしました。

一日合同行政相談所（徳島市）
報告者 業務指導部長 赤池 源史

グローバルキャリアフェア報告
報告者 理事 山田 哲矢
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日　時　令和 ７ 年12月 ４ 日（木）　15：00 ～ 17：00
開催形態　ZOOMを用いたオンライン会議

　今回は、長野県の士業の皆様による報告会の体裁
での研修となりました。

【次　第】『台風19号災害の振り返り』
　令和元年台風19号災害における長野県内の各士業
や行政との連携について報告、意見交換。

【講　師】
　長野県士業連絡会

　講師）大井基弘先生（弁護士）
　パネリスト）石田賢一先生（税理士）、酒井勇

樹先生（司法書士）、柳澤誠先生（行政書士）

₁　令和元年台風19号災害による長野県内被害状況
　死者23名（うち災害関連死18名）、重傷者14名、
軽傷者136名、住家被害9,299世帯（全壊1,087、半壊
2,889、一部破損3,693、床上浸水 ５ 、床下浸水1,625）、
非住家（公共24、その他931）

２ 　支援活動の内容（主に弁護士会）
⑴　復興支援ダイヤル

①無料「電話」相談は、事務局で受け付け、名簿
から割り当てられた担当者が各自の事務所等か
ら架電する方法により実施。原則当日、遅くと
も一両日中に対応する。

②無料「面談」相談は、①において面談相談の希
望があった被災者等に対し、担当者が各事務所
において実施。原則法テラス利用。

③個人に対する無料「出張」相談は、①で希望が
あった場合に、諸般の事情を考慮して必要があ
る場合に実施。法テラス利用を推奨。

④自治体等への無料相談会等への「出張」相談は、
要請のあった市町村等の団体と協議の上、出張
場所、相談時間及び派遣人数などを定めて実施。

⑵　中小企業のためのひまわりほっとダイヤル一部
無料化
　台風19号被害に関する相談については、無料化。
⑶　被災地への派遣相談

　市町村や地区住民自治協議会、ＪＶＯＡＤボラ
ンティアからの要請により、被災地域へ弁護士を
派遣。30分程度罹災証明や支援制度等の説明を
行った後、個別相談会を実施。
⑷　被災民家への派遣相談

　ボランティア団体等と共に、被害の大きかった

津野・穂保地区の民家（各数十軒）に直接訪問し、
各種公的支援制度の説明をし、個別の相談にも応
じた。
⑸　士業連絡会ワンストップ相談会

　長野県と長野県災害支援活動士業連絡会とが締
結した災害時法律相談業務協定に基づくワンス
トップ相談会。佐久市において、初めて実施。全
８ 士業から総勢18名の相談担当者派遣。弁護士会
は ５ 名派遣。士業だけでなく、関連する10以上の
市役所各課職員が待機し必要に応じ対応、相談
後・相談中に各種申請手続まで行い、理想的なワ
ンストップ相談会となった。
⑹　県消費生活センターとの連携による被災地相談

　消費者委員会委員を中心に派遣対応。東北信で
４ 回開催。

⑺　県健康福祉部との連携による被災地相談
　貧困問題対策ＰＴ委員を中心に派遣対応。東北
信で ５ 回開催。
⑻　被災者向けサロンでの対応

　被災者向けサロンに弁護士が赴き、適宜法律相
談を行うが、アウトリーチの一手法として、支援
が必要なことに気付いていない方や支援が必要に
もかかわらずこれを求めない方に対して、法的支
援へと繋げる活動。 ２ 月からは、サロンに法律相
談ブースを設置し対応。
⑼　建築士会等との連携によるワンストップ総合相
談会
　長野県建築士会等と連携し、建築・住宅に関す
る総合相談体制を構築し、ワンストップ相談会を
実施。上記⑸の士業連絡会とも連携。令和 ３ 年 ９
月まで続けた。

　以上で紹介させていただきました長野県士業連絡
会の活動内容は、本会にとっても大いに参考になる
と考えます。そして、今回の研修では、会員の安否
確認の結果と会員の被災状況の把握には時間差が生
じ、後者のほうが時間的に後になるという報告に、
考えさせられるところがありました。
　また、相当多くの方が被災されている状況では、
支援のための相談会の会場設営については、プライ
バシーに配慮して個別に仕切られたブースにこだわ
らず、オープンな形を取ったとしても、かえって相
談しやすい雰囲気を作ることができたという報告に
も感銘を受けました。
　以上、ご報告申し上げます。



2026年会報 秋冬号 No.195

‒ 13 ‒

　令和 ７ 年12月13日（土）徳島県士業ネットワーク
推進協議会が主催する九士業団体と徳島県社会福祉
協議会で構成される［なんでも無料相談会］が例年
通り開催されましたので、ご報告いたします。
　本年は開催場所を移しまして、四国大学交流プラ
ザで行われました。例年通り ９ 月30日 １ 回目の準備
会合、11月12日に最終打ち合わせを経て、税理士会
幹事の下、スムーズに当日を迎えることが出来まし
た。
　当日は ９ 時15分集合でしたが、自分自身は初めて
の仕事でしたので、常に緊張もあり幹事会と合わせ
て集合しました。始まるまでは緊張してい
ましたが、共に準備していただいている他
士業の先生方に教えて頂くうちにどんどん
緊張も解けてきました。
　本題に入りますが、相談者は午前中から
例年より少なく、午後から徐々に増加して
いきましたが、それでも去年は全体80件近
くの相談数でしたが今年はその半数を超え
る程度の相談数しかなく、当会は ０ 件で終
了致しました。締めの分析では、駐車場が
ないこと等、もう少し周知できた等との意
見がありました。
　来年は司法書士会主導であわぎんホール

（徳島県郷土文化会館）で開催される予定
ですので相談数も増加してくることと思い
ます。
　本年の幹事の税理士会様、その他 ７ 士業
の皆様と当会の会員、徳島県社会福祉協議
会の皆様、またパーテーション等設営の業
者様、11月12月と行事が重なる中、本当に
お疲れ様でした。誌面をもって厚く御礼申
し上げるとともに［なんでも無料相談会の
詳細2025］の活動報告といたします。

相談ブース数［昨年と同様、本年から混雑対策の予
備ブース １ 新設］
⃝徳島弁護士会　（ ４ ）
⃝徳島県司法書士会　（ ２ ）
⃝四国税理士会徳島県支部連合会　（ ２ ）
⃝徳島県社会保険労務士会　（ １ ）
⃝日本公認会計士協会 四国会徳島県部会　（ １ ）
⃝一般社団法人 徳島県中小企業診断士協会　（ １ ）
⃝徳島県土地家屋調査士会　（ １ ）
⃝社会福祉法人 徳島県社会福祉協議会　（ １ ）
⃝徳島県行政書士会　（ １ ）

     な  ん で も 
 

 

 

 

 

１２月１３日(土) 
例年、午前中は混雑しやすいため、午後のご来場をおすすめします。 

 

会 場：四国大学交流プラザ４階 第１・第２セミナー室 

所在地：徳島市寺島本町西 2丁目 35-8 
 

いろんな専門家に聞いてみよう！法律・税務・登記・経営・労務などについて

経験豊かな徳島県内の専門家がお待ちしています。お気軽にお越しください。 

 

 

 
 
問い合わせ先：徳島県士業ネットワーク推進協議会事務局 

 四国税理士会徳島県支部連合会 TEL:088-623-0424 FAX:088-653-7435 
主催：徳島県士業ネットワーク推進協議会 

構成団体：徳島弁護士会／徳島県社会保険労務士会／四国税理士会徳島県支部連合会／社会福祉法人徳島県社会福祉協議会 

日本公認会計士協会四国会徳島県部会／一般社団法人徳島県中小企業診断士協会 

公益社団法人徳島県不動産鑑定士協会／徳島県司法書士会／徳島県土地家屋調査士会／徳島県行政書士会 

参加団体名 連絡先 

四国税理士会 

徳島県支部連合会 

TEL:088-623-0424 

FAX:088-653-7435 

徳島弁護士会 
TEL:088-652-5768 

FAX:088-652-3730 

徳島県社会保険労務士会 
TEL:088-654-7777 

FAX:088-654-7780 

日本公認会計士協会 
四国会 徳島県部会 

TEL:088-655-8882 

FAX:088-655-8962 

一般社団法人 
徳島県中小企業診断士協会 

TEL:088-655-3730 

FAX:088-632-8589 

公益社団法人 

徳島県不動産鑑定士協会 
TEL:088-623-7244 

FAX:088-623-7250 

徳島県司法書士会 
TEL:088-622-1865 

FAX:088-622-1896 

徳島県土地家屋調査士会 
TEL:088-626-3585 

FAX:088-626-3027 

徳島県行政書士会 
TEL:088-679-4440 

FAX:088-679-4443 

徳島県社会福祉協議会 
TEL:088-654-4461 

FAX:088-654-9250 

相談会 2025 

 
受付開始 ９：３０／受付終了 １４：３０ 

１０：００～１５：００ 

予約不要 

無料 

駐車場はございません。車でお越しの方は 

近隣の有料駐車場等をご利用ください。 
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　企画部の大西です。
　早いもので今年もこの季節がやって参りました。
士業ネットワークソフトボール大会です。
　しかも幹事のおまけ付きです。例年より １ ヶ月遅
い開催となりましたが、天候は快晴、参加者も他士
業に借りることなく、戦い抜きました。結果は ３ 戦
全敗でした。
　優勝チームは税理士会。おめでとうございます。
　ここからは、競技の内容からはそれた内容になり
ますが、プレーすることも楽しかったですが、幹事
の任務で行政書士メンバーが急なトラブルに対応
し、自然に分担が出来てスムーズにやりきったメン
バーを誇りにおもいました。メンバー全員に優勝ト
ロフィーを渡したい気持ちになりました。
　士業ネットワークの意義は他士業との交流を深め
ることでありますが、その前提にある行政書士会員
同士の深い絆といいましょうか、育っていくのが見
うけられ、とにかく行政書士になって人生を歩んで
いる今と未来を心から喜んでいるような感覚になり
ました。
　来年以降も継続して参加していきたいと思います
ので、会員の皆様は是非一度でも構いませんので出
場していいただきたいと強く思います。
　毎年開催に携わっている他士業の皆様にも心から

御礼を申し上げます。

　一番（遊）　杉尾先生
　　　MVP受賞　懇親会の進行感謝です。
　二番（投）　篠原先生
　　　急なトラブルに対応、感謝です。
　三番（二）　虹羅先生
　　　全てにおいて助けて頂きました。
　四番（一）　満村先生
　　　常に全力プレー。ナイスファイトです。
　五番（三）　大西
　　　当日は楽かも。
　六番（中）　中原先生
　　　ナイスファインプレー。
　七番（捕）　古林先生
　　　安定のキャッチングでした。
　八番（左）　赤池先生
　　　忙しい中での出場感謝です。
　九番（右）　藤田先生
　　　会計で大活躍。打撃も上達です。
　DH・応援	 板東先生

急な参加要請にもかかわらずありがとうござ
いました。

報 告
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新入会員の紹介

入会の動機
　元々、学生時代から行政書士の仕事に興味があり
ました。結婚後、行政書士事務所で働きながら資格
試験の勉強をし、令和 ４ 年度の行政書士試験に合格
しました。
　この度、勤務先の事務所が法人化したことや育児
休業から職場復帰して 1 年が経ち、周りの環境が落
ち着いてきたのを機に入会をしました。

取扱業務
　農地、土地開発

自己PR
　現在、行政書士法人の社員として働いています。
事務所の方の理解もあって幼い子供の子育てをしな
がら仕事との両立ができています。
　未熟者ではございますが、より良いサービスを提
供できるように尽力したいと思っています。

趣味
　映画・ドラマ鑑賞、ショッピング

高橋 楓

入会日／令和 7年 8月 1日

鳴門・板野支部

新入会員の紹介

入会の動機
　行政書士という資格を使い、人の役に立ちたいと
思いました。

取扱業務
　自動車・運送

自己PR
　行政書士補助者として自動車登録業務を20年して
いました。

　お客様が安心して仕事を任せられるような行政書
士になります。

趣味・特技
　子供と遊ぶこと

中川 祐紀

入会日／令和 7年 9月 1日

鳴門・板野支部
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入会の動機
　長い期間、行政に携わっていたことから、引き続
き地域に貢献したいと思い入会しました。

趣味・特技
　トレッキング

髙橋 英夫

入会日／令和 7年 9月 1日

鳴門・板野支部

取扱業務
　自動車　建設業許可

趣味・特技
　音楽・映画鑑賞　読書

その他
　慣れぬこと、わからぬことも多いですが、常にア
ンテナをはり、アップデートし続けていきたいと
思っております。ご指導ご鞭撻の程よろしくお願い
いたします。

木本 真希

入会日／令和 7年10月 2 日

鳴門・板野支部
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新入会員の紹介

　このたび徳島西部支部に入会いたしました、長澤
信吾と申します。
　私は現在、他士業として顧問先様へサービスを提
供しておりますが、「より多角的なサポートを通じ
て、お客様の力になりたい」との思いから、行政書
士登録をいたしました。今後は、建設業許可をはじ
めとする許認可業務のワンストップ化や、コロナ禍
を経てニーズが高まった補助金申請などを通じ、顧
問先様が本業に専念できる環境作りを支えていきた
いと考えております。

　私自身は徳島で生まれ育ち、香川、大阪、岡山で

の生活を経て、10年ほど前に家業を継ぐため帰郷い
たしました。
　新町商店街やそごうなど活気あふれたかつての徳
島を知る一人として、現在の街並みに寂しさを感じ
ることもありますが、だからこそ「士業として徳島
のために何ができるか」を自問自答する日々を過ご
しています。
　私生活では、二人の子供の育児に妻と協力して奮
闘中です。趣味の映画鑑賞もままならないほど寝落
ちしてしまう毎日ですが、子供の成長に自身の思い
出を重ねたり、新たな活力を得たりと、忙しくも充
実した時間を過ごしております。

　行政書士としては、子供どころか生まれたての赤
ん坊のような未熟者ではございますが、一日も早く
皆様のお役に立てるよう精進してまいります。ご指
導ご鞭撻のほど、何卒よろしくお願い申し上げま
す。

長澤 信吾

入会日／令和 7年12月15日

徳島西部支部

入会の動機
　父の働く姿を身近で見て、自分も行政書士として
業務に携わりたいと考えたため。

取扱業務
　車庫証明・自動車登録

自己PR
　誠実に業務へ取り組み、多くの方のお役に立てる
行政書士となれるよう、日々精進してまいります。

趣味・特技
　アウトドア・釣り

福田 最彦

入会日／令和 7年12月15日

鳴門・板野支部
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　令和 7 年 ９ 月１０日（水）沖洲マリンホール ２ F
会議室において、理事・支部長・監察委員合同会
議が開催され、次の議題について審議を行いまし
た。

１ ．令和 ７年度行政書士制度広報月間の実施につ
いて

　広報月間実施基本要綱（案）について、協議
の結果、原案どおり承認された。

２ ．補助者規則の一部改正案について
　企画部長から説明があり、協議の結果、継続
審議とした。

３ ．支部長会議長・副議長の選任について
　議長：鳴門・板野支部　谷支部長、副議長：

徳島南部支部　川﨑支部長に決定した。

４ ．令和 ８年役員合同会議、互礼会の日程について
　　役員合同会議、新年互礼会
　　令和 ８ 年 １ 月３０日（金）

５ ．令和 ８年度定時総会の日程について
　　令和 ８ 年度定時総会
　　令和 ８ 年 ５ 月１６日（土）

６ ．その他
⃝長期会費滞納者の措置について

　総務部長より、長期会費滞納者 1 名の差押の
実施について報告があった。

⃝行政書士試験について
　試験場責任者から、今年度の試験日程、会場
等について説明があり、試験に対する協力のお
願いがあった。

⃝徳島県「行政手続合理化作業部会」の報告につ
いて
　議長より、 8 月 1 日に開催された、とくしま
新未来DX推進会議「行政手続合理化作業部会」
について報告があった。

　令和 ７ 年１１月２５日（火）本会会議室において、
理事会が開催され、次の議題について審議を行い
ました。

１ ．令和 ７年度行政書士制度広報月間の実施報告
について

　行政書士制度広報月間の事業報告書につい
て、協議の結果、報告書（案）のとおり日行連
に提出することに決定した。

２ ．会則の一部改正案について
　企画部長から説明があり、協議の結果、継続
審議とした。

３ ．補助者規則の一部改正案について
　企画部長から説明があり、協議の結果、継続
審議とした。

４ ．その他
⃝行政書士試験について

　試験場責任者から、今年度の試験の実施につ
いて報告があった。

⃝士業ネットワーク無料相談会について
　令和 7 年12月13日（土）
　四国大学交流プラザ開催

⃝士業ソフトボール大会について
　企画部長から、士業ソフトボール大会の実施
について報告があった。

⃝役員合同会議および新年互礼会について
　日　時：令和 8 年 1 月30日（金）
　　　　　午後 3 時より　役員合同会議
　　　　　午後 5 時30分より　新年互礼会
　会　場：パークウエストン

⃝自動車関係等について
　封印管理委員長から、自動車関係等について
説明があった。

⃝令和 8 年度徳島県農業委員会改選について
　河野副会長から農業委員会改選について説明
があった。

⃝徳島県収入証紙の廃止について
　販売期間：令和 8 年 9 月30日まで
　使用期間：令和 9 年 3 月31日まで

⃝徳島県「多面的機能支払交付金事業」事務支援
について
　村上副会長から、徳島県より「多面的機能支
払交付金事業」に係る事務支援について、本会
へ協力要請があった旨の説明があった。

理事・支部長・監察委員
合同会議報告

理事会報告
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報 告

⃝と　　き　令和 7 年 9 月12日（金）
　　　　　　午後 1 ：30 〜 3 ：00

⃝と こ ろ　行政書士会館　会議室

⃝講　　師　ワイズ公共データシステム株式会社
　　　　　　林　宏暁 様

⃝と　　き　令和 7 年11月28日（金）
　　　　　　午後 1 ：30 〜 3 ：00

⃝と こ ろ　行政書士会館　会議室

⃝講　　師　広報部長　楮本 あゆみ 先生

業務研修会開催報告

「建設キャリアアップシステム（CCUS）セミナー」 初級～中級編

「ビジネスマナー講習会」　名刺交換～ビジネス文書の作法　等

⃝と　　き　令和 8 年 1 月21日（水）
　　　　　　午後 2 ：00 〜 4 ：30

⃝と こ ろ　行政書士会館　会議室

⃝講　　師　封印管理委員長　中川 正彦 先生

｢自動車の登録業務・丁種封印業務等の講習会」
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　あけましておめでとうございます。コスモス会員
の皆様を始め、徳島県行政書士会会員の皆様には公
益社団法人コスモス成年後見サポートセンター徳島
県支部（コスモスとくしま）に対するご理解とご協
力頂いており、大変ありがとうございます。
　第二期成年後見制度利用促進基本計画（実施期
間：令和 4 ～ 8 年度）の最終年度である令和 8 年
において、行政書士が専門職後見人として果たすべ
き役割は、従来の「財産管理中心」から一段進んだ、
本人の意思・生活重視型の後見へと明確に位置づけ
られています。
　そこで、行政書士後見人に求められるのは、単な
る代理判断ではなく、本人の過去の意思・価値観・
生活歴の把握や本人の言葉にならない意思の汲み取
り、また支援付き意思決定を踏まえた判断です。行
政書士は、契約書作成、任意後見契約、死後事務委
任契約、財産管理契約といった本人の意思を文書と
して表現できる専門職であることが強みだからで
す。
　第二期計画では、任意後見・移行型後見の担い手
としての役割が、法定後見一辺倒から変化してきて
おります。行政書士は特に、任意後見契約の受任者
として任意後見から法定後見への円滑な移行支援を
し、見守り契約・財産管理契約を組み合わせた制度
設計型後見人としての役割が重要です。つまり、後
見人になる前から関わり、後見終了後までを見据え
る、という関与の仕方は、行政書士に極めて親和性
があるということです。
　あと、身上保護における調整役・書類作成役とな
ることです。医療介護福祉の現場において、医師、
ケアマネジャー、施設職員及び市町村職員との調整
が不可欠です。このようなときに行政書士は、法的
な問題を整理していき、合意内容の記録やトラブル
予防のための文書作成といったことを通じて、当事
者感情と専門職の間での問題の可視化や整理の専門
家として機能できるということです。

　そのほか死後事務・終末期支援まで含めた連続性
のある後見人としての役割が、第二期計画では明示
されていませんが、実務上極めて重要なものがあり
ます。死後事務委任契約、葬祭・納骨・行政手続、
相続人不存在・親類縁者疎遠ケースへの対応です。
このような場合でも、行政書士後見人は、後見期間
中の意思の記録や死後事務へのスムーズな移行体制
を整えることにより、本人の尊厳を最期まで守る役
割を担えることもできます。
　まとめとして、令和 8 年における行政書士後見人
の位置づけを考えてみますと、行政書士に求められ
る後見人像は、本人の意思を法的に整理し、地域と
専門職をつなぎ、必要な範囲で後見人として後見制
度を設計・運用できる専門職と言えるのではないで
しょうか。
　強い権限行使型後見人ではなく、生活と法をつな
ぐ伴走型後見人こそが、第二期成年後見制度利用促
進基本計画のもとでの、行政書士が専門職後見人と
してのあるべき姿ではないでしょうか。
　行政書士の強みとしての従来からの定義につい
て、後見人としての行政書士を再度定義づけするな
らば、従来からの強みとして書類作成や官公署手続
き対策といったものから、本人意思の文書化・制度
設計、契約と後見への継承、死後事務までを含めた
継続的支援となるのでしょうか。後見人になれる士
業ではなく、後見制度を設計・運用できる士業へと
変化する行政書士像が求められているように思われ
ます。
　公益社団コスモス成年後見サポートセンター徳島
県支部のコスモス会員は、これからの高齢社会で求
められる権利擁護支援、意思決定支援の意義を理解
して活動をしていくことを目標として、今後も、会
員一丸となって後見人制度の普及促進を図っていく
とともに、コスモス会員としての責務を果たして参
りたいと考えております。
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　令和 7 年度行政書士試験は、令和 7 年11月 9 日
（日）に全国一斉に実施され、徳島県においては徳
島大学常三島キャンパス 4 号館を会場として行われ
ました。
　本年度の行政書士試験の受験料は10,400円で、申
込者数は全国で63,845名、徳島県においては262名
の申込みがありました。

　試験当日は小雨が降るあいにくの天候ではありま
したが、交通状況に大きな乱れもなく、受験者の皆
様は概ね時間どおりに来場されました。また、試験
運営においても特段のトラブルは発生せず、試験は
終始円滑に進行し、無事終了することができまし
た。
　これもひとえに、当日試験監督員ならびに本部員
としてご協力いただいた先生方の的確かつ丁寧なご
対応、そして事前準備から当日の運営に至るまで支
えてくださった事務局員の皆様のご尽力の賜物であ
り、ここに深く感謝申し上げます。
　なお、合格発表は令和 8 年 1 月28日（水）に予定
されております。本試験を契機として、新たに行政
書士を志す方々が本会の仲間として加わられること
を期待するとともに、今後も引き続き円滑かつ公正
な試験運営に、先生方のご支援、ご協力を賜ります
ようお願い申し上げます。
　以上、令和 7 年度行政書士試験の実施状況につい
てご報告いたします。

出願者数の推移

年　　度 全国出願者数・人 前年度比・％

令和 1 52,388 ▲3.5

2 54,847 4.7

3 61,869 12.8

4 60,479 ▲2.2

5 59,460 ▲1.7

6 59,832 0.1

7 63,845 6.7
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◆ ◆ ◆   政連事務局日誌   ◆ ◆ ◆

令和 7年10月17日　・日政連との連絡会（於香川）開催
令和 8年 1月22日　・日政連幹事会・支部長会（於東京）開催　松村会長　出席

　新年あけましておめでとうございます。
　日頃より徳島県行政書士政治連盟の運営と活動に
ご理解とご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。
　昨年は、鳴門市市議会議員選挙において、当会会
員が初挑戦での見事な当選を果たされました。地方
政治に行政書士が関わることは、我々の業務に対す
る理解を深め、地域社会における行政書士の存在感
を高める重要な一歩であります。地方政治・国政と
もに、法改正や制度設計を通じて行政書士業務に直
接的な影響を与えることから、政治への関心と関与
は、私たちの専門性を守り育てるために欠かせない
ものであります。
　行政書士の業務は、法律・命令・条例などの根拠
に基づいて遂行されるものであり、社会や行政制度
の変化に応じた柔軟な対応が求められます。徳島県
行政書士政治連盟では、日本行政書士政治連盟との
連携のもと、法改正や制度整備に向けた地道な活動
を継続しており、行政書士制度の維持・発展を目指
して尽力しております。
　特に昨今、国全体でデジタル社会への転換が強く
求められています。行政書士業務も例外ではなく、
従来の紙による手続きから電子申請やペーパーレス
化への移行が進みつつあります。しかし、現状では
行政機関や地方自治体のＤＸ化（デジタルトランス
フォーメーション）が十分に進展しておらず、制度
的にも技術的にも課題が残されています。このよう
な中で行政書士がデジタル化への対応を怠れば、時
代の変化から取り残されかねません。個々の行政書

士が積極的に新しい技術を学び、デジタル社会の一
員として業務の効率化と品質向上を図ることが求め
られています。
　また、昨年は行政書士法の改正が行われ、「行政
書士又は行政書士法人でない者は、他人の依頼を受
けいかなる名目によるかを問わず報酬を得て、業と
して第一条の三に規定する業務を行う事が出来な
い」旨が明確にされました。これは行政書士の専門
性と信頼性を守るための重要な法改正であり、行政
書士制度の社会的地位をより確かなものとする大き
な意義を持っています。法制度の適正な運用と遵守
を通じ、国民に安心して行政手続の支援を提供でき
る体制を整えることが、私たちの使命であります。
　徳島県行政書士政治連盟としては、行政書士制度
の発展と会員の地位向上を図るため、行政書士に理
解と協力をいただける首長や議員の支援・推薦活動
を積極的に行ってまいります。これらの活動は、す
べての会員に恩恵をもたらし、地域社会における行
政書士の信頼と役割拡大につながるものと確信して
おります。
　結びに、徳島県行政書士政治連盟の今後の活動に
一層のご理解とご協力をお願い申し上げます。新た
に徳島県行政書士会へご入会された皆様には、当政
治連盟の趣旨をご理解のうえ、積極的なご参加をお
願い申し上げます。本年も皆様とともに、行政書士
制度の発展と社会への貢献を目指して邁進してまい
ります。

や ま び こ　　　　　　　徳島県行政書士政治連盟PR

徳島県行政書士政治連盟 新年ご挨拶 報告者 幹事長 村上 正志
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事務局日誌

◆ ８月	 6 日・行政書士会無料相談所（於本会会議室）開設
	 7 日～ 8 日・日行連各部・委員会等全体会（於東京）開催　松村会長　出席

◆ 9月	 3 日・行政書士会無料相談所（於本会会議室）開設
	 5 日・部長会（於本会会議室）開催
	 10日・理事・支部長・監察委員合同会議（於沖洲マリンホール）開催
	 12日・業務指導部実務研修会（於本会会議室）開催
	 18日・日行連会長会（於高知）開催　松村会長　出席
	 26日・グローバルキャリアフェア（於四国大学交流プラザ）開催
	 　　　松村会長、山田理事　出席
	 　　　徳島市一日合同行政相談所（於ふれあい健康館）開催　赤池部長　出席
	 30日・友好団体懇談会（於 四国税理士会徳島県支部連合会事務局）開催　大西部長　出席

◆10月	 1 日・行政書士無料電話相談（於本会会議室）開催
	 15日・行政書士無料電話相談（於本会会議室）開催
	 17日・令和 7 年度日行連と四地協との連絡会（於ホテルマリンパレスさぬき）開催
	 19日・特定行政書士法定研修考査（於本会会議室）開催
	 29日・吉野川市一日合同行政相談所（於吉野川市民プラザ）開催　松村会長　出席

◆11月	 5 日・行政書士会無料相談所（於本会会議室）開設
	 9 日・行政書士試験（於徳島大学）開催　
	 11日・広報部会（於本会会議室）開催
	 12日・友好団体懇談会（於ザ グランドパレス）開催　大西部長　出席
	 19日～ 20日・日行連理事会（Zoom）開催　松村会長　出席
	 24日・徳島県士業ソフトボール大会（於吉野川南岸グラウンド）開催
	 25日・理事会（於本会会議室）開催
	 28日・業務指導部実務研修会（於本会会議室）開催
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◆12月	 3 日・行政書士会無料相談所（於本会会議室）開設
	 4 日・災害WG2025年度研修（Zoom）開催　森理事　出席
	 9 日・日行連消防関係の業務に関する全国担当者会議（Zoom）開催　赤池部長　出席
	 13日・徳島県士業ネットワークなんでも無料相談会（於四国大学交流プラザ）開催
	 19日・日行連全国事務局長連絡会議（Zoom）開催　事務局　出席
	 26日・事務局仕事納め

◆ 1月	 6 日・事務局仕事始め
	 14日・行政書士会無料相談所（於本会会議室）開設
	 19日・広報部会（於本会会議室）開催
	 21日・業務指導部実務研修会（於本会会議室）開催
	 22日・日行連理事会（於東京）開催　松村会長　出席
	 23日・日行連新年賀詞交歓会（於東京）開催　松村会長、村上副会長　出席
	 28日・日行連全国広報担当者会議（Zoom）開催　楮本部長　出席
	 30日・役員合同会議、新年互礼会（於パークウエストン）開催

会員の動静【 8月〜 1 月】

藤 井 和 治	 徳島中央支部	 R 7 . 8 . 31
木 野 裕 司	 徳島西部支部	 R 7 . 9 . 30
青 山 卓 嗣	 鳴門・板野支部	 R 7 . 10. 10

退　会

■新規登録
高 橋 　 楓	 鳴門・板野支部	 R 7 . 8 . 1
中 川 祐 紀	 鳴門・板野支部	 R 7 . 9 . 1
髙 橋 英 人	 鳴門・板野支部	 R 7 . 9 . 1
木 本 真 希	 鳴門・板野支部	 R 7 . 10. 2
福 田 最 彦	 鳴門・板野支部	 R 7 . 12. 15
長 澤 信 吾	 徳島西部支部	 R 7 . 12. 15

入　会

訃報　鳴門・板野支部 青山卓嗣会員のご冥福をお祈りいたします。
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目　　　　　　次

　徳島県行政書士会の「行政書士とくしま」も皆様のご協力により、第１９５号を発刊することができま

した。協賛広告にご協力いただきました皆様、多忙ななか会報発行にご尽力いただきました皆様には、

厚く御礼申し上げます。

　さて、２０２５年におきましては、まず思い出されるのは「記録的猛暑」ではないでしょうか。ここ数

年は毎年のように記録が更新されており、特に昨年の暑さは予想をはるかに超え、私の事務所のエア

コンも壊れ、約１０日間扇風機だけの危険な中で働きました。また、１０月には初の女性首相が誕生し、

長年停滞していた政治や経済が変わるのではないかという期待をしております。

　２０２６年は日本経済が発展するのか大変気になるところではございますが、行政書士として何が出来

るのかを今一度基本に立ち返り、会員の皆様のお役に立てるよう精進してまいります。

　皆様におかれましては、益々ご発展されますよう、どうぞご自愛のうえお過ごしください。今後と

も、「行政書士とくしま」をよろしくお願い致します。

（広報部員　藤澤 健司）
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「行政書士とくしま」の広告を募集しております

　　表紙写真／「徳島城公園にて蜂須賀公像」　撮影者／村上 正志 氏
　イチョウ、ブナ、カエデなど紅葉樹が色づく徳島中央公園にその像がある蜂須賀家政公(藩祖)は、天正１３年（１５８５年）
豊臣秀吉の四国平定の大功により阿波一国をたまわり、藍、塩などそれまで阿波になかった産業を取り入れ、吉野川
を使った水運や街道を整備することで、徳島藩２０万石を四国随一の城下町に発展させました。また、全国でも有名な
阿波踊りも家政公時代に始まったと伝えられています。
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